


地球環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙に大豆油インキで印刷しています。この広報紙は、一部共同募金配分金を受けて発行しています。

合併の方式

合併の方式は、社会福祉法人玉山村社会福祉協議会を廃し社会
福祉法人盛岡市社会福祉協議会に編入する編入合併とします。

合併の期日

平成18年3月1日

新社協の名称

合併後の新社協の名称は、社会福祉法人盛岡市社会福祉協議会
とします。

新社協事務所及び支所の位置

(1) 新社協の事務所の位置は、現盛岡市総合福祉センター(盛岡
市社会福祉協議会：盛岡市若園町2番2号) とします。

(2) 新社協の支所を玉山村の現総合福祉センター(玉山村大字渋
民字泉田77番地1) に置きます。

財産及び債務の取扱い

玉山村社会福祉協議会の財産及び債務は、すべて盛岡市社会福
祉協議会に引き継ぐものとします。

定款等諸規程の取扱い

定款など諸規程については盛岡市社協において次のとおり調整
します。

(1) 合併協議会で協議・承認された各種事務事業の調整方針に基
づき定款・諸規程の改正・新設を行うものとします。

(2) 玉山村社協の事務事業を引き継ぐための経過措置を設けるも
のとします。

(3) 玉山村総合福祉センターを盛岡市社協の施設として設置する
ため、規程の改正を行うものとします。

役員等の定数及び任期の取扱い

(1) 新社協の理事の定数は17名、監事の定数は3名、評議員の定
数は35名とします。
合併時における理事は、盛岡市10名、玉山村7名、評議員は盛
岡市25名、玉山村10名とし、監事3名は盛岡市から選出します。

(2) 役員等の任期は2年としその始期は合併時からとする。但し、
理事の合併後最初の任期については理事の選任は評議員会で行
うこととなるため、定款の規定にかかわらず10日間延長する
ものとします。

(3) 役員等の定数については改選時において見直しするものとし
ます。

各種委員会の取扱い

(1) 生活福祉資金調査委員会は、合併時に盛岡市社協の例により
統合します。

(2) 苦情解決委員会は、合併時に盛岡市社協の例により統合します。

(3) 総合福祉センター管理運営委員会は、合併時に盛岡市社協の
例により再編します。

(4) ボランティア育成委員会は、合併時に盛岡市社協の例により
統合します。

(5) 表彰審査委員会は、合併時に盛岡市社協の例により統合します。

(6) 企画委員会、心配ごと相談所運営委員会は、合併後に新市社
協において検討します。

事務組織・機構の取扱い

(1) 新市社協の組織・機構については次の事項に基づき整備します。
①住民福祉サービスの低下を招かないよう十分配慮した組織・
機構とします。

(2) (仮称) 盛岡市社会福祉協議会玉山支所については支所長を置
き新市社協が行う各種福祉事業について、サービス水準を低下
させない業務執行を行う組織･機構とします。

職員の取扱い

玉山村社会福祉協議会の職員は、すべて盛岡市社会福祉協議会
の職員として、引き継ぐものとします。

会費・利用料の取扱い

会費については合併時は現行どおりとし、合併翌年度以降につ
いては合併年度内に調整します。
盛岡市総合福祉センター並びに玉山村総合福祉センターの利用

料については当分の間現行どおりとします。

団体事務の取扱い

(1) 民生児童委員連絡協議会については市村合併と同時に民児協
が合併することとなるので、盛岡市社協の例により統合します。

(2) 老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、手をつなぐ親の会、
母子寡婦福祉協会については当面は現行どおりとし、団体の合
併時において当該団体と協議します。

(3) 盛岡市ボランティア連絡協議会、盛岡市子ども会育成会連絡
協議会については現行どおりとします。

団体等への助成金の取扱い

(1) 合併時は、現行どおりとし同一目的団体の合併促進を働きか
けます。

(2) 合併後の団体等に対する補助金の適正化を図るため、盛岡市
社協団体等補助金等交付要綱を廃止し、新たに団体等に対する
補助金交付要綱を制定します。

新市施設の管理運営の取扱い

合併時に盛岡市総合福祉センター規程を基本に再編します。

新市等からの受託事業の取扱い

･家族介護リフレッシュ事業
合併時は現行どおりとし、合併翌々年度の再編された事業を受

託します。

･紙おむつ支給事業
合併時は現行どおりとし、合併翌年度に盛岡市の例により統合

します。但し、玉山地区において既に受給している者については
支給内容を現行どおりとして、新市が実施する事業を受託します。

･おでかけ送迎サービス事業

･生活管理指導員派遣事業

･生きがい活動支援通所事業
以上の項目は合併時は現行どおりとし、合併翌年度に再編され

た事業を受託します。

･児童館･学童クラブ管理運営事業
平成17年度から平成19年度までは、施設管理者として玉山村

の指定を受けているので現行どおりとします。

･ボランティア地域介護支援事業
合併時は現行どおりとし、合併翌年度に廃止します。

･配食サービス事業
合併後新市において現行の玉山村の制度を玉山地区において3

年間をめどに存続する事業を受託します。

･訪問理容美容サービス事業
合併時は現行どおりとし、合併翌年度に盛岡市社協の例により

市社協事業として実施します。

･育児支援ヘルパー派遣事業
合併時は玉山地区において現行どおり実施し、合併翌年度に同

種の事業を行っている盛岡市ファミリーサポートセンター及び玉
山地区の子育て支援グループと事業移行について新市において協
議します。

･高齢化社会に対応した講座開催事業
合併時は現行どおり実施することとし、玉山地区において早急

に地域福祉推進組織の設立に努め、新市が実施する事業を受託し
ます。

･シルバーメイト事業
合併時は現行どおり実施することとし、玉山地区において早急

に地域福祉推進組織の設立に努め、新市が実施する事業を受託し
ます。

事務・事業の取扱い

･ふれあいシルバーサロン事業 ＜ア：高齢者保健･福祉情報交換連絡会
イ：高齢者ふれあい座談会･給食会　ウ：ボランティア活動事業　エ：世代間交
流事業＞

合併時は現行どおり実施することとし、玉山地区において早急
に地域福祉推進組織の設立に努め、盛岡市社協の例により新市の
区域において実施します。

･日常生活用具貸出事業の取扱い
合併時に盛岡市社協の例により統合します。但し、チャイルド

シート貸出については当分の間玉山地区において存続し、他団体
の同種事業との調整を図ります。

･小地域福祉活動事業の取扱い
現行制度により全自治会を指定後、事業終了年度をもって廃止

します。

･除雪機貸し出し事業の取扱い
玉山地区において現有器材をもって現行制度で当分の間実施し

ます。

･歳末たすけあい配分事業の取扱い
合併翌年度は現行どおりとし翌々年度の事業計画策定時に配分

対象等を再編します。

･災害支援物資備蓄事業の取扱い
盛岡市の例によります。

･子育て支援事業の取扱い
補助事業期間をもって終了します。

･心配ごと相談事業の取扱い
合併時は現行どおりとし、合併翌年度に盛岡市社協の例により

再編します。但し、法律相談については玉山地区において現行ど
おり存続し、合併翌年度から5年後に見直しをします。

･ボランティア育成事業の取扱い

(1) ボランティア活動費助成については合併時は現行どおりと
し、合併翌年度に補助基準を再編します。

(2) 在宅支援ボランティア養成講座、高校生ボランティアスクー
ル、ボランティア登録斡旋事業、ふれあい広場開催事業につい
ては盛岡市社協の例により統合します。

･ボランティア保険加入助成事業の取扱い
合併時は現行どおりとし、合併翌年度に盛岡市社協の例により

統合します。

･ボランティア協力校指定事業の取扱い
岩手県社協の指定によります。

･福祉協力校指定事業の取扱い
合併翌年度までは現行どおりとし、翌々年度において再編します。

･福祉教育推進事業の取扱い<ア：福祉作文･標語コンクール　イ：キャッ
プハンディ体験事業>

合併時において玉山村社協の例により実施します。

･心身障障害児緊急一時介護事業の取扱い
盛岡市及び玉山村手をつなぐ育成会と協議の上、玉山地区でも

実施できるよう努めます。

･精神障害者ホームヘルプサービス事業の取扱い
合併時は現行どおりとし、合併翌年度に盛岡市の例により再編し

ます。但し、玉山地区においては当分の間、新社協が受託します。

･金婚慶祝会開催事業の取扱い
盛岡市の制度に統合します。

･ふれあいサポートバンク事業の取扱い
平成17年度に事業開始したこともあり、当面は玉山地区にお

いて現行どおり実施するものとし、今後ＮＰＯ法人盛岡市ファミ
リーサポートセンターへの移管の可否について検討します。

･一人暮らし高齢者の集い開催事業の取扱い
当面は玉山地区において現行どおり実施することとし、玉山地

区において早急に地域福祉推進組織の設立に努め、盛岡市社協の
例により当該組織に事業を移行します。

･遺児激励会開催事業の取扱い
当面玉山地区で現行どおり実施することとし、岩手県母子寡婦

福祉協会盛岡市支部が実施する類似事業への再編について検討し
ます。

･生活資金貸付事業の取扱い
合併時に玉山村社会福祉協議会助け合い資金設置運営規程の例

により統合します。

･地域社会安心確保ネットワーク事業について
国庫補助事業であるため、引き続き実施できるよう市に要望します。

以下の項目は合併後も現行どおり実施します。

･指定居宅介護支援事業(介護支援計画) について

･指定訪問入浴介護事業(移動入浴車派遣) について

･指定訪問介護事業(ヘルパー派遣) について

･指定居宅支援事業(身体障害者居宅介護) について

･地域福祉権利擁護事業について

･学童クラブ管理運営事業について

･生活福祉資金貸付事業について

･生活援助員派遣事業について

･老人デイサービス管理運営事業について

･在宅介護支援センター管理運営事業について

･移動入浴車派遣事業について

以下の項目は合併時において盛岡市社協の例により統合します。

･福祉大会事業について

･広報活動事業について

･結婚相談事業について

･高齢者就労相談事業について

･児童福祉週間事業について

･ぷらっとCab貸出事業について

合併協定の内容 （抜粋）
盛岡市社会福祉協議会
玉山村社会福祉協議会


